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暮れゆく春のかなしさは

歌ふをきけや爪弾の

「おもひきれとは死ねとの謎か

死ぬりや野山の土となる」










隅田川すみだがは




「春信はるのぶ」の

女をんなの髪かみをすべりたる

黄楊つげの小櫛おぐしか

月つきの影かげ。

「どうせ売うられる身みぢやほどに

静しづかに漕こぎやれ　勘太殿かんたどの」





人買ひとかひ




秋あきの日ひは

赤あかい蜻蛉とんぼのかはたれに

塀へいの蔭かげから青頭巾あをづきん。




やれ人買ひとかひぢや、人買ひとかひぢや

何処どこへ迯にげようぞ、隠かくれようぞ。

赤あかい蜻蛉とんぼが飛とびまわる。





御籤くじ




思おもひあまりて御籤みくじを引ひけば

なんとせうぞの凶けふと出でる。

いつそ打明うちあけ話はなさうか

ひとりで泣ないて済すまさうか。

えヽなんとせう川柳かはやなぎ。





雀すヾめの子こ




トコ　ドンドコ　ピイ　ヒヤラヒヤア

麦むぎの上うへをば風かぜが吹ふく。




役者やくしやの群むれにはぐれたる

子供心こどもごヽろのはかなさは

……うちの浦うらのちさの木きに

　　雀すヾめが三羽ばとうまつて

　　一羽はの雀すヾめがいふことにや

　　ゆふべ御座ござつた花嫁御はなよめご

　　何なにが悲かなしゆてお泣なきやるぞ

　　お泣なきやるぞ………………


今いまのわが身みにつまされて

ほろりほろりと泣ないてゆく。





白しろい薬くすり




黄きいな袋ふくろのセメンエン

熱ねつある舌したにしみる時とき。

暗くらい空そらから雪ゆきが降ふる。




炬燵こたつの上うへの黒猫くろねこの

青あをい瞳みとみの光ひかる時とき。

柩ひつぎの屋根やねへ雨あめが降ふる。





街まちの五月ごぐわつ




……チン　ツン　くどけば　なぁびく

　　チツツン　ツントン　相生あひおひの松まあつ……





口三味線くちさみせんの足拍子あしびやうし

空気草履くうきざうりの柔やわらかさ。

肩かたのうへでは花色はないろの

日傘ひがさがまわる絵ゑがまわる。




……またいついつもの約束やくそくの　チンツン

　　日ひをまつ　時ときまつ　暮くれをまあつ……






越後ゑちごの山やま




角兵衛獅子かくべいじヽの悲かなしさは

親おやが太鼓たいこ打うちや、子こが踊おどる。

股またの下したから峠とうげを見みれば

もしや越後ゑちごの山やまかと思おもひ

泣ないてたもれなとも〴〵に。




角兵衛獅子かくべいじしの身みの辛つらさ

輪廻りんねはめぐる小車おぐるまの

蜻蛉とんぼがへりの日ひも暮くれて

旅籠やどをとるにも銭ぜにはなし

逢あひの土山つちやま雨あめが降ふる。





夏なつのかはたれ




　　一ひや

　　二ふや

　　お駒こまさん。

　　煙草たばこの　けむりは

　　丈八ぢやうはつあん…………

とん〳〵とんとつく手鞠てまり。

白しろい指ゆびからはなれて見みれど

未練みれんが残のこるといつたよに

やるせないよに往来ゆききする。

ゆら〳〵ゆれる伊達帯だておびから

江戸紫えどむらさきの日ひが暮くれる。

　　三みや

　　四よや

　　夕霧ゆふぎりさん………





夢ゆめ




春はるの夜よの、夢ゆめの一ひとつはかくなりき。

丹塗にぬりの欄らんの長廊わたどのに

散ちりくる花はなを舞扇まひあほぎ

うけて笑ゑみたる「歌麿うたまろの

女をんな」の青あをき眉まゆを見みき。




冬ふゆの夜よの、夢ゆめ一ひとつはかくなりき。

黒くろき頭巾づきんを被かぶりたる

人買ひとがひの背せに泣ないじやくり

山やまの岬みさきをまわる時とき、

「廣重ひろしげの海うみ」ちらと見みき。





雪ゆきの降ふる日




雪ゆきの降ふる日ひは、駒鳥こまどりの

紅あかい胸毛むなげのおど〳〵と

風かぜに吹ふかれるやるせなさ。




雪ゆきの降ふる日ひに、小雀こすヾめは

赤あかい木この実みが食たべたさに

そっと見みに出でるいぢらしさ。





揺籃えうらんの記臆きおく




（ねんねしなされ。まだ日ひは高たかい

暮くれりやお寺てらの鐘かねがなぁる。）




村むらのはづれにちら〳〵するは

虫むしか蛍ほたるか人魂ひとだまか。

さうじやない〳〵。母かヽさんの

点つけさしやんした雪洞ぼんぼりが

風かぜに吹ふかれてゐるわいな。




（ねんねしなされ。まだ夜よは夜中よなか

明あけりやお寺てらの鐘かねがなぁる。）




山やまのうへをばふわ〳〵飛とぶは

鳥とりか獣けものか三みヶ月づきか。

さうじやない〳〵。母かヽさんの

小袖こそでに染そめた牡丹ぼたんの花はなが

雨あめに降ふられてゐるわいな。





文ふみ




雲くもに別わかれて野のに降おりし

雨あめのこヽろのやるせなさ

思おもひまゐらせ候そろ〓（「まいらせそろ」の草書体文字）




空そらになげたる彩文いろぶみは

森もりにかヽりし虹にじかいな。





芝居しばゐごと




雪ゆきの降ふる夜よのかなしさに

姉あねの小袖こそでをそと被かつぎ

「……でんちうじや、はりひぢじや

島しまさん、紺こんさん、なかのりさん……」

踊おどりくたびれ「袖萩そではぎ」の

肩かたに小袖こそでをうちかけて

涙なみだながらの　芝居事しばゐごと

「寒さむかろうとて着きせまする」




このまあつもる雪ゆきわいの。





折鶴をりづる




行灯あんどのかげにとつおいつ

娘むすめごころの羞はつかしや

何なんと答こたへもしら紙かみの

膝ひざのうへにて鶴つるを折をる。





青あをい窓まど




隣となりのとなさん、何処どこへいた。

向むかふのお山やまへ花摘はなつみに

露草つゆくさ　つら〳〵月見草つきみぐさ。

　　一枝えだ折おれば、ぱっと散ちる

　　二枝えだ折おれば、ぱっと散ちる

　　三枝えだがさきに日ひが暮くれて




東ひがしの紺屋こうやへ宿やどとろか、

南みなみの紺屋こうやへ宿やどとろか。

東ひがしの紺屋こうやは赤あかい窓まど、

南みなみの紺屋こうやは青あをい窓まど。

　　南みなみの紺屋こうやへ宿やどとれば、

　　夜着よぎは短みぢかし夜よは長ながし。

　　うつら〳〵とするうちに

　　青あをい窓まどから夜よがあけた。
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